
地球環境基金

助成金説明会・セミナー

「地球環境基金」は、民間団体（NGO・NPO）による環境保全活動を幅広く支援（資金の

助成等）を行うことを目的として独立行政法人環境再生保全機構により運営されています。

2023度助成金交付要望の募集に際し、助成金説明会を開催いたします。地球環境基金

の助成メニューの紹介に加え、地域循環共生圏・OECMについて学べるセミナーもあわせて

行います。初めて助成を申請される団体・ご担当の方をはじめ、多くの非営利組織に属する

皆様のご参加をお待ちしております。

令和4年10月27日（木） 14:00～16:30

❏ 会場 CROSS BE セミナールームB（別館）
〒400-0031 山梨県甲府市丸の内２丁目

１４−１３ ダイタビル5F 
アクセス：

甲府駅南口徒歩3分 甲府昭和I.C から車で15分

駐車場：
ダイタ第２駐車場 (山梨県甲府市丸の内2丁目5) 

TEL：
055-244-2837

主 催：独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金部
協 力：関東地方環境パートナーシップオフィス（関東EPO）／地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）

山梨県地球温暖化防止活動推進センター／山梨県ボランティア・NPOセンター

現地開催

2023年度

❏ お申込み方法：QRコード（申し込みサイト）またはメール
にて、必要事項（＊）をご記入ください。

❏ お申込み締切：10月25日（火）

MAIL: kanto-epo@geoc.jp 担当：島田、高橋、廣瀬

＊：お名前、フリガナ、ご所属、ご連絡先（電話番号＆メールアドレス）、参加人数

個人情報は、本説明会・セミナー開催の目的以外には使用いたしません



【お問い合わせ】関東地方環境パートナシップオフィス （関東EPO）
TEL：03-3406-5180 Email: kanto-epo@geoc.jp 担当：島田、高橋、廣瀬

時刻 時間 内容

14:00 5 開会挨拶・趣旨説明

14:05 20

【第1部】

レクチャー①

地域循環共生圏およびOECMについて／環境省

14:25 20

レクチャー②

地域の団体がOECMをどのように有効活用できるか／

公益財団法人 日本自然保護協会（NACS-J) 高川 晋一氏

14:45 15 質疑応答

15:00 30

【第2部】

・2023年度 地球環境基金の紹介

・質疑応答

15:30 60 閉会 終了後、希望者のみ個別相談（申請内容等に関して）

❏ プログラム

❏ 講師紹介

東京大学農学生命科学研究科にて博士号を取得後、
2006年より現職。市民を主体にした全国規模の
自然環境モニタリング調査や、全国の約8000人
の自然観察指導員の活動支援・養成、都市近郊の
里山の保護問題、里山の保全活動計画の策定支援
などを担当してきた。専門は保全生態学。

公益財団法人
日本自然保護協会
OECMタスクフォース
室長 高川 晋一 氏

地域循環共生圏とは？

OECMとは？

❏ セミナートピック

Other effective area-based 
conservation measuresの頭文字をとった
もので、国立公園などの保護地域ではないが、生
物多様性を効果的にかつ長期的に保全しうる地
域のこと。

それぞれの地域にある、異なる再生可能な資源
（自然、物質、人材、資金等）を循環させて有効利
用し、地域の特徴によって補完し合うことで、地
域の活力を最大化させて持続可能な自立・分散
型の社会を形成するというコンセプトのこと。

※解説動画について事前にご覧いただけますと幸いです。

・2023年度版公開予定日：9月下旬

・2023年度版の動画4件と説明資料PDF4件を作成中（一部情報を更新）

❏ 地球環境基金助成金説明動画・説明資料等

・実施日程：10月31日（月）、11月1日（火）・2日（水）・4日（金）・7日（月）

・実施時間：午前の部（10～12時）・午後の部（14～16時）・夜の部（18～20時）

※1団体あたり15分で実施予定です。

・申込方法：基金HPの申込フォームより申込み（QRコード）

・申込締切：各開催日の2営業日前まで ・問合せ先：kikin_youbou@erca.go.jp

❏ オンライン個別相談会について（問い合わせ先・申込方法など）
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